
第４号様式 

 

事業実績書 

事業名 １２世本因坊沼津夏まつり囲碁大会 

場所 7/28 ホテル沼津キャッスル 7/29 沼津労政会館 

期間 平成 30 年 5 月 25 日 ～ 平成 30 年 8 月 31 日 

 日程 実施項目・作業項目 
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２日目 

２月２２日（木）14：00 第１回役員会 

沼津夏まつり１２世本因坊丈和囲碁まつりｉｎ沼津 

（1）実行委員会の設立 

（2）実施日及び会場の決定 

（3）主催者及び後援依頼 

（4）囲碁大会セミナーの内容 

（5）実施予算の決定 

４月５日（木）14：00 第２回役員会 

（1）実行委員会の決定 

（2）大会の内容 

（3）役割分担 

（4）参加者募集 大会要項 

（5）スケジュール 

５月７日（月）10：00 第３回役員会 

日本リレー碁協会会長紅林梅艶様とホテル沼津キャッスル・グランドホテル打

ち合わせ 

６月１９日（火）13：00 第 4 回役員会 

７月１７日（火）13：00 第 5 回役員会 

全項目の最終確認 

 

沼津夏まつり１２世本因坊丈和囲碁まつりｉｎ沼津囲碁大会 

７月２８日（土） 

会場 ホテル沼津キャッスル（沼津市日の出町 1-1） 

 開会式 13：00～13：30 

囲碁大会 13：30～17：30 

中国都市囲碁リーグ 

大阪創新生物 VS 南寧天元日中リレー碁対抗戦 

中国学生 VS 日本囲碁愛好家 

（ご当地アイドルオレンジポートの出演） 

パーティ 18：00～19：30 

都市囲碁リーグ棋士歓迎会＆日本囲碁愛好家交流会 

     （ピアノ演奏）参加人数 60 名（内中国 20 名） 

７月２９日（土） 

会場 沼津労政会館（沼津市高島本町 1-3） 

9：30～17：00 

団体戦：１チーム３人１人補欠１７チーム５５名参加  

個人戦：８名参加 

指導碁会：プロ棋士３人による４面打ち指導碁 ２１名参加  

合計８０名参加 

 



事業効果 

今や囲碁は世界 70 ヶ国以上に普及し世界の囲碁人口 4000 万人とも言われてい

ます。 

この度日本棋院沼津支部では昨年建立しました 12 世本因坊丈和出生地の碑を

記念して 2 日間に渡り囲碁大会を企画した日本リレー碁協会会長囲碁サロン「め

いえん」の紅林梅艶様の参加により 28 日の 1 日目ホテル沼津キャッスルのイベン

トが中国 20 名総勢 60 名のおおきなイベントになりました。 

沼津市には日中文化協会があります。開会式には沼津市長頼重秀一様始め渡辺

博夫日中友好協会会長様の御出席をいただきました。 

今度初めてリレー碁というものを体験しました。日本では囲碁は１対 1 のゲー

ムでありますが、中国では全国で３２チーム（その内１チームが日本の大阪創新

生物チーム）有り一局の碁を何人かのグループで対局するというものです。中国

では国が奨励しているようです。 

囲碁は手談とも言います。日本では核家族化が進みコミュニケーションの失わ

れた社会であります。このリレー碁は今回非常に良い勉強になりました。この度

の沼津夏まつり１２世本因坊丈和囲碁まつりｉｎ沼津の大会が沼津市の囲碁大会

のみならず、多くの人々世界の人々の囲碁に発展していければ有り難いと思いま

す。 

 

 囲碁の素晴らしさをご紹介いたします 

①碁は日本の伝統文化である。 

②囲碁は頭脳のスポーツ 

③囲碁は自由な発想と創造性を育む 

④囲碁は自ら学び、自ら考える力の育成に役立つ 

⑤囲碁は集中力が身につく 

⑥囲碁は右脳前頭葉を活性化する 

⑦囲碁は認知症予防や脳卒中リハビリに役立つ 

⑧囲碁は世代を超えたコミュニケーションに最適 

⑨囲碁は地域社会でのコミュニケーションに役立つ 

⑩囲碁は年齢、性別、国境も関係なく誰でも楽しめる 

⑪囲碁は生涯楽しめ、世界中に囲碁仲間が出来る 

今後の活動予定 

この様なイベントを継続的に実施していきたいと思います。昨年１２世本因坊

丈和の碑を建立しました。来年はこれを記念して第７４期本因坊戦を沼津に誘致

したいと考えています。囲碁の普及、囲碁文化の伝承、沼津の観光スポットの為

にも１２世本因坊丈和を宣伝したいと思います。 

自己評価 

７月２８日ホテル沼津キャッスルのイベントは当初、日本の囲碁愛好者を３０

人位予定しておりましたが、日本リレー碁協会の参加により、６０人と倍増し又、

子供達も中国武漢からの参加も有り、日本を含み２０人位のイベントになりまし

た。又中国との文化交流の一助にもなりました。 

全体的には成功だったと思います。 


